
(57)【要約】
【課題】　プレス成形性および連続抵抗スポット溶接性に優れたアルミニウム合金板およ
びその製造方法を提供する。
【解決手段】　質量 %で、 Mg:0.3～ 1.0%,Si:0.3～ 1.2%,Fe:0.10～ 1.0%及び Mn:0.05～ 0.5%
を含有し、 Fe＋ Mn≧ 0.2%とし、残部 Alおよび不可避的不純物からなり、再結晶粒径の平均
値が 25μ m以下であり、しかも円相当径で 1～ 6μ mの金属間化合物が 5000個／ mm2  以上存在
するアルミニウム合金板。更に Cu:0.5～ 1.0%、 Zr:0.1～ 0.4%、 Ti:0.05%以下または Ti:0.0
5%以下及び B:0.01%以下含有できる。前記組成の合金溶湯を、相対峙する強制冷却されて
いる回転ベルト鋳型内に注湯し、溶湯の凝固時の冷却速度 40～ 90℃ /secで凝固させて厚さ
5～ 10mmのスラブとし、反注湯側から該スラブを引出し、直接またはコイル状に巻取って
から圧延し溶体化処理するアルミニウム合金板の製造方法。
【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 質 量 ％ で 、 Ｍ ｇ ： ０ ． ３ ～ １ ． ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． ３ ～ １ ． ２ ％ 、 Ｆ ｅ ： ０ ． １ ０ ～ １ ．
０ ％ お よ び Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ％ を 含 有 し 、 Ｆ ｅ ＋ Ｍ ｎ ≧ ０ ． ２ ％ と し 、 残 部 Ａ ｌ お
よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な り 、 再 結 晶 粒 径 の 平 均 値 が ２ ５ μ ｍ 以 下 で あ り 、 し か も 円 相 当
径 で １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 が ５ ０ ０ ０ 個 ／ mm 2  以 上 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る プ レ ス
成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に Ｃ ｕ を ０ ． ５ ～ １ ． ０ ％ 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の プ レ ス 成 形
性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 更 に Ｚ ｒ を ０ ． １ ～ ０ ． ４ ％ 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の プ
レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 更 に Ｔ ｉ を ０ ． ０ ５ ％ 以 下 ま た は Ｔ ｉ を ０ ． ０ ５ ％ 以 下 お よ び Ｂ を ０ ． ０ １ ％ 以 下 含 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の プ レ ス 成 形 性 お よ び 連
続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 記 載 の 組 成 の 合 金 溶 湯 を 、 相 対 峙 す る 強 制 冷 却 さ れ て い る 回 転 ベ ル ト 鋳 型 内 に 注 湯
し 、 溶 湯 の 凝 固 時 の 冷 却 速 度 ４ ０ ～ ９ ０ ℃ ／ sec で 凝 固 さ せ て 厚 さ ５ ～ １ ０ mmの ス ラ ブ と
し 、 反 注 湯 側 か ら 該 ス ラ ブ を 引 出 し 、 直 接 ま た は コ イ ル 状 に 巻 取 っ て か ら 圧 延 し 溶 体 化 処
理 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ に 記 載 の プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗
ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ レ ス 成 形 後 あ る い は 成 形 前 に 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 し て 製 品 を 組 み 立 て る 家 電
製 品 や 自 動 車 の 外 板 乃 至 そ の 他 の 構 造 材 で あ っ て 、 プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト
溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 家 電 製 品 や 自 動 車 の 外 板 乃 至 そ の 他 の 構 造 材 は 、 各 構 成 部 材 を プ レ ス 成 形 後 に 抵 抗 ス ポ
ッ ト 溶 接 し て 製 品 を 組 み 立 て る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ａ ｌ － Ｍ ｇ － Ｓ ｉ 系 の Ｊ Ｉ Ｓ ６ ０ ０ ０ 系 合 金 板 は 、 プ レ ス 成 形 後 の 加 工 面 が 比 較 的 美 麗
に 仕 上 が る の で 、 種 々 の 外 板 お よ び 構 造 材 に 使 用 さ れ て い る が 、 製 品 形 状 の 多 様 化 か ら 良
好 な プ レ ス 成 形 性 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 生 産 性 向 上 の 観 点 か ら 、 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 作 業 時 の 電 極 交 換 回 数 を 少 な く す る た
め に 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 の 連 続 溶 接 回 数 の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ ６ ０ ０ ０ 系 の 板 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 昭 ６ ２ － ２ ０ ７ ８ ５ １ 号 公
報 ） に は 、 成 形 加 工 性 の 良 好 な ボ デ ィ シ ー ト 等 の 圧 延 板 の 製 造 方 法 と し て 、 同 公 報 の 請 求
項 ４ に は 、 Ｓ ｉ ： ０ ． ４ ～ ２ ． ５ ％ 、 Ｍ ｇ ： ０ ． １ ～ １ ． ２ ％ を 含 有 し 、 Ｃ ｕ ： １ ． ５ ％
以 下 、 Ｚ ｎ ： ２ ． ５ ％ 以 下 、 Ｃ ｒ ： ０ ． ３ ％ 以 下 、 Ｍ ｎ ： ０ ． ６ ％ 以 下 、 Ｚ ｒ ： ０ ． ３ ％
以 下 の う ち か ら 選 ば れ た １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 含 有 し 、 残 部 が Ａ ｌ お よ び 不 可 避 的 不 純 物
よ り な る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 溶 湯 を 、 板 厚 ３ ～ １ ５ mmの 板 に 連 続 鋳 造 し 、 そ の 後 冷 間 圧 延 を
施 し た 後 、 溶 体 化 処 理 ・ 焼 入 れ す る こ と を 特 徴 と す る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 圧 延 板 の 製 造 方 法
が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 ま た 、 特 許 文 献 ２ （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ２ ２ ６ ４ 号 公 報 ） に は 、 曲 げ 性 の 良 好 な 自 動 車
パ ネ ル 等 の 素 材 と し て 、 同 公 報 の 請 求 項 １ 乃 至 ３ に は 、 請 求 項 １ に 、 mass％ と し て 、 Ｍ ｇ
： ０ ． １ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． １ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ｆ ｅ ： ０ ． １ ～ １ ． ５ ％ お よ び 残 部 Ａ ｌ
を 本 質 的 成 分 と し て な り 、 Ｆ ｅ ， Ｓ ｉ 系 化 合 物 の 最 大 粒 子 径 が ５ μ ｍ 以 下 、 か つ 平 均 結 晶
粒 径 が ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 、 靭 性 お よ び 曲 げ 性 に 優 れ た Ａ ｌ － Ｍ ｇ － Ｓ ｉ 系 Ａ ｌ 合 金 板 、
請 求 項 ２ に 、 mass％ と し て 、 Ｍ ｇ ： ０ ． １ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． １ ～ ２ ． ０ ％ 、 Ｆ ｅ ：
０ ． １ ～ １ ． ５ ％ 、 Ｃ ｕ ： ２ ． ０ ％ 以 下 お よ び 残 部 Ａ ｌ を 本 質 的 成 分 と し て な り 、 Ｆ ｅ ，
Ｓ ｉ ， Ｃ ｕ 系 化 合 物 の 最 大 粒 子 径 が ５ μ ｍ 以 下 、 か つ 平 均 結 晶 粒 径 が ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る
、 靭 性 お よ び 曲 げ 性 に 優 れ た Ａ ｌ － Ｍ ｇ － Ｓ ｉ 系 Ａ ｌ 合 金 板 、 お よ び 請 求 項 ３ に 、 さ ら に
、 Ｍ ｎ ： １ ． ０ ％ 以 下 、 Ｃ ｒ ： ０ ． ３ ％ 以 下 、 Ｚ ｒ ： ０ ． ３ ％ 以 下 、 Ｖ ： ０ ． ３ ％ 以 下 、
Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ３ ％ 以 下 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ 種 以 上 の 成 分 を 含 有 す る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ２ に 記 載 し た Ａ ｌ － Ｍ ｇ － Ｓ ｉ 系 Ａ ｌ 合 金 板 の 記 載 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － ２ ０ ７ ８ ５ １ 号 公 報 （ 請 求 項 ４ 、 明 細 書 第 ４ 頁 左 上 欄 下 第 ５
行 目 ～ 同 右 上 欄 第 １ １ 行 目 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ２ ２ ６ ４ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 段
落 番 号 〔 ０ ０ ２ ８ 〕 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ （ 特 開 昭 ６ ２ － ２ ０ ７ ８ ５ １ 号 公 報 ） に 開 示 の 技 術 は 、 双 ロ ー ル 鋳 造 法
を 採 用 し 、 １ ０ ０ ℃ ／ sec 以 上 の 冷 却 速 度 で 凝 固 さ せ る の で 鋳 造 時 晶 出 す る 金 属 間 化 合 物
の サ イ ズ が 小 さ く 、 そ の 結 果 再 結 晶 時 の 結 晶 粒 サ イ ズ に 影 響 を 及 ぼ す 比 較 的 大 き な 化 合 物
の 十 分 な 量 が 得 ら れ な い た め 、 溶 体 化 処 理 後 の 結 晶 粒 サ イ ズ が 大 き く プ レ ス 性 が 劣 り 、 ま
た 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 の 連 続 回 数 が 少 な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 特 許 文 献 ２ （ 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ２ ２ ６ ４ 号 公 報 ） に 開 示 の 技 術 は 連 続 鋳 造 法 を 採
用 し 、 １ ０ ℃ ／ sec 以 上 の 冷 却 速 度 で 凝 固 さ せ る と し て い る が 、 実 施 例 で は 冷 却 速 度 の 最
大 で ３ ０ ℃ ／ sec を 採 用 し て い る 。 冷 却 速 度 が 遅 い の で 、 鋳 造 時 晶 出 す る 金 属 間 化 合 物 の
サ イ ズ が 大 き く 、 そ の 結 果 再 結 晶 時 の 結 晶 粒 サ イ ズ に 影 響 を 及 ぼ す 比 較 的 大 き な 化 合 物 の
十 分 な 量 が 得 ら れ ず 溶 体 化 処 理 後 の 結 晶 粒 サ イ ズ が 大 き く プ レ ス 性 が 劣 り 、 ま た 抵 抗 ス ポ
ッ ト 溶 接 の 連 続 打 点 回 数 が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合
金 板 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 者 ら は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る に は 、 適 切 な 組 成 範 囲 に お い て 凝 固 時 の 溶 湯 冷 却 速 度
を 最 適 な 範 囲 と し た 場 合 は 、 晶 出 す る 金 属 間 化 合 物 の サ イ ズ 並 び に 個 数 に お い て 最 適 化 が
図 れ 、 溶 体 化 後 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 は プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優
れ る 知 見 を 得 て 本 発 明 を 完 成 し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 第 一 の 本 発 明 は 、 質 量 ％ で 、 Ｍ ｇ ： ０ ． ３ ～ １ ． ０ ％ 、 Ｓ ｉ ： ０ ． ３ ～ １ ． ２ ％ 、
Ｆ ｅ ： ０ ． １ ０ ～ １ ． ０ ％ お よ び Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ％ を 含 有 し 、 Ｆ ｅ ＋ Ｍ ｎ ≧ ０ ．
２ ％ と し 、 残 部 Ａ ｌ お よ び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な り 、 再 結 晶 粒 径 の 平 均 値 が ２ ５ μ ｍ 以 下
で あ り 、 し か も 円 相 当 径 で １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 が ５ ０ ０ ０ 個 ／ mm 2  以 上 存 在 す る こ
と を 特 徴 と す る プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 再 結 晶 粒 サ イ ズ が 微 細 で 、 最 適 サ イ ズ の 化 合 物 数 が 多 い の で プ レ ス 成 形 性 お

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-332106 A 2004.11.25



よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 の 組 成 に 更 に Ｃ ｕ を ０ ． ５ ～ １ ． ０ ％ 含 有 さ せ る こ と に よ っ て 、 更 に 強 度 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の 組 成 に 更 に Ｚ ｒ を 、 ０ ． １ ～ ０ ． ４ ％ 含 有 さ せ る こ と に よ っ て 、 再 結 晶 粒 サ イ ズ
が 微 細 で 更 に 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に Ｔ ｉ を ０ ． ０ ５ ％ 以 下 ま た は Ｔ ｉ を ０ ． ０ ５ ％ 以 下 お よ び Ｂ を ０ ． ０ １ ％ 以 下 含 有
さ せ る こ と に よ っ て 、 更 に 鋳 造 時 の 鋳 造 割 れ を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 二 の 本 発 明 は 、 前 記 組 成 の 合 金 溶 湯 を 、 相 対 峙 す る 強 制 冷 却 さ れ て い る 回 転 ベ ル ト 鋳
型 内 に 注 湯 し 、 溶 湯 の 凝 固 時 の 冷 却 速 度 ４ ０ ～ ９ ０ ℃ ／ sec で 凝 固 さ せ て 厚 さ ５ ～ １ ０ mm
の ス ラ ブ と し 、 反 注 湯 側 か ら 該 ス ラ ブ を 引 出 し 、 直 接 ま た は コ イ ル 状 に 巻 取 っ て か ら 圧 延
し 溶 体 化 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 合 金 溶 湯 を 最 適 な 凝 固 時 の 冷 却 速 度 で 凝 固 さ せ る こ と に よ っ て 、 最 適 サ
イ ズ の 化 合 物 を 多 数 晶 出 さ せ る こ と が で き 、 再 結 晶 粒 サ イ ズ が 微 細 化 し て プ レ ス 成 形 性 お
よ び 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板
お よ び そ の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 各 構 成 要 件 の 限 定 理 由 を 説 明 す る 。 本 明 細 書 中 で 成 分 含
有 量 を 示 す 「 ％ 」 は 「 質 量 ％ 」 の 意 味 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 〔 Ｍ ｇ ： ０ ． ３ ～ １ ． ０ ％ 〕
　 〔 Ｓ ｉ ： ０ ． ３ ～ １ ． ２ ％ 〕
　 Ｍ ｇ お よ び Ｓ ｉ は 、 強 度 の 向 上 と プ レ ス 成 形 性 付 与 の た め に 添 加 す る も の で あ っ て 、 下
限 値 未 満 で は 効 果 少 な く 、 上 限 値 を 超 え る と プ レ ス 性 が 劣 り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 〔 Ｆ ｅ ： ０ ． １ ０ ～ １ ． ０ ％ 〕
　 〔 Ｍ ｎ ： ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ ％ 〕
　 〔 Ｆ ｅ ＋ Ｍ ｎ ≧ ０ ． ２ ％ 〕
　 Ｆ ｅ と Ｍ ｎ は 共 存 さ せ Ｆ ｅ ＋ Ｍ ｎ ≧ ０ ． ２ ％ と す る こ と に よ っ て 、 特 定 サ イ ズ の 化 合 物
数 を 多 く 晶 出 さ せ て 再 結 晶 核 数 を 増 加 し 、 再 結 晶 粒 の サ イ ズ を 微 細 な も の と す る た め に 添
加 す る 。 両 元 素 共 に 下 限 値 未 満 で は 効 果 少 な く 、 上 限 値 を 超 え る と 粗 大 晶 出 物 を 生 じ 、 冷
間 圧 延 時 に ス ト リ ー ク 等 の 表 面 傷 が 生 じ 易 く ま た プ レ ス 性 も 劣 る 。 Ｍ ｎ が Ｆ ｅ と 共 存 し な
い と 好 ま し い サ イ ズ な ら び に 数 の 金 属 間 化 合 物 が 晶 出 し な い 。 Ｆ ｅ お よ び Ｍ ｎ の 合 計 量 は
好 ま し く は Ｆ ｅ ＋ Ｍ ｎ ≧ ０ ． ３ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 〔 Ｃ ｕ ： ０ ． ５ ～ １ ． ０ ％ 〕
　 Ｃ ｕ は 更 に 強 度 と プ レ ス 成 形 性 を 向 上 さ せ る た め に 添 加 す る も の で あ っ て 、 下 限 値 未 満
で は 効 果 が 少 な く 、 ま た 上 限 値 を 超 え る と 耐 食 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 〔 Ｚ ｒ を ０ ． １ ～ ０ ． ４ ％ 〕
　 Ｚ ｒ は Ａ ｌ 3  Ｚ ｒ の 金 属 間 化 合 物 の 晶 出 を 促 し 、 特 定 サ イ ズ の 化 合 物 数 を 更 に 数 多 く 晶
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出 さ せ て 再 結 晶 核 数 を 増 加 し 、 再 結 晶 粒 の サ イ ズ を 微 細 な も の と す る た め に 添 加 す る も の
で あ っ て 更 に 微 細 再 結 晶 と し プ レ ス 成 形 性 を 向 上 す る 。 下 限 値 未 満 で は 効 果 が 少 な く 、 ま
た 上 限 値 を 超 え る と 粗 大 晶 出 物 を 形 成 し て 圧 延 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 〔 Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ５ ％ 以 下 、 ま た は Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ５ ％ 以 下 お よ び Ｂ ： ０ ． ０ １ ％ 以 下 〕
　 溶 湯 が 凝 固 す る 際 に 急 冷 が 原 因 で 鋳 造 割 れ を 生 ず る こ と が あ り 、 Ｔ ｉ ま た は Ｔ ｉ お よ び
Ｂ は 、 こ の 割 れ を 防 止 す る た め に 添 加 す る 。 Ｔ ｉ ： ０ ． ０ ５ ％ 以 下 、 ま た は 、 Ｂ ： ０ ． ０
１ ％ 以 下 の 範 囲 で 上 記 範 囲 の Ｔ ｉ と 複 合 添 加 し て も よ く 、 特 に Ｔ ｉ と 複 合 含 有 さ せ る と 効
果 が 相 乗 す る 。 効 果 を 顕 在 化 さ せ る に は Ｔ ｉ の 下 限 値 と し て ０ ． ０ ０ ２ ％ 以 上 、 Ｂ の 下 限
値 と し て ０ ． ０ ０ ０ ５ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 不 可 避 的 不 純 物 は ア ル ミ ニ ウ ム 地 金 、 返 材 、 溶 製 治 具 等 か ら 混 入 す る も の で あ っ て 、 Ｃ
ｒ ， Ｎ ｉ ， Ｚ ｎ ， Ｇ ａ ， Ｖ が 代 表 的 な 元 素 で あ る 。 Ｃ ｒ は Ａ ｌ － Ｍ ｇ 系 合 金 の 応 力 腐 食 割
防 止 に 添 加 さ れ る の で 、 返 材 か ら 混 入 し 易 い が 、 本 発 明 に お い て は ０ ． ３ ％ 未 満 で あ れ ば
許 容 で き る 。 Ｎ ｉ は ０ ． ２ ％ 未 満 、 Ｇ ａ お よ び Ｖ は 夫 々 ０ ． １ ％ 未 満 、 前 記 し た 以 外 の 不
可 避 的 不 純 物 は 合 計 で 成 形 性 維 持 の た め か ら も ０ ． ３ ％ 未 満 に 抑 制 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 〔 再 結 晶 粒 径 の 平 均 値 が ２ ５ μ ｍ 以 下 〕
　 溶 体 化 処 理 後 の 再 結 晶 粒 が 微 細 化 し て い る と 、 プ レ ス の 加 工 度 を 高 く し て 絞 り 高 さ を 高
く し て も 破 断 す る こ と な く 成 形 で き て プ レ ス 成 形 性 が 向 上 す る 。 上 限 値 を 超 え る と 効 果 が
低 下 し 、 ま た プ レ ス 後 の 肌 が 美 麗 に 仕 上 が ら な い 。 好 ま し い 再 結 晶 粒 サ イ ズ は 、 順 次 ２ ０
μ ｍ 以 下 、 １ ５ μ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 〔 円 相 当 径 で １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 が ５ ０ ０ ０ 個 ／ mm 2  以 上 〕
　 円 相 当 径 で １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 は 冷 間 圧 延 時 の 転 位 の 集 積 を 促 し 、 再 結 晶 粒 を 微
細 化 す る た め の 作 用 を 有 す る 範 囲 の サ イ ズ の も の で 、 サ イ ズ お よ び 数 が 下 限 値 未 満 で は 転
位 集 積 量 が 少 な く 、 そ の 数 が ５ ０ ０ ０ 個 ／ mm 2  未 満 で は 好 ま し い サ イ ズ の 微 細 再 結 晶 粒 が
得 ら れ な い 。 ま た サ イ ズ が 上 限 値 を 超 え る と 粗 大 化 合 物 が 圧 延 時 ス ト リ ー ク ま た は 割 れ の
起 点 と な っ て 圧 延 性 が 低 下 す る 。 ま た 上 記 条 件 の 化 合 物 状 態 で あ る と 、 連 続 的 に 抵 抗 ス ポ
ッ ト 溶 接 し た 場 合 に 、 銅 製 の 電 極 と Ａ ｌ と の 反 応 に よ り 発 生 す る 焼 付 き 現 象 が 防 止 さ れ 、
電 極 の 交 換 作 業 回 数 が 少 な く な っ て 生 産 性 が 向 上 す る 。 好 ま し い 化 合 物 数 は ６ ０ ０ ０ 個 ／
mm 2  以 上 で あ る 。
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 好 ま し い 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 溶 湯 の 溶 製 は 組 成 調 整 後 に 脱 ガ ス 、 鎮 静 し 、 必 要 に よ り 組 成 の 微 調 整 を 施 す と 共 に Ｔ ｉ
ま た は Ｔ ｉ お よ び Ｂ を 母 合 金 で 添 加 し 鋳 造 す る 。 鋳 造 に 際 し て 相 対 峙 す る 強 制 冷 却 さ れ て
い る 回 転 ベ ル ト 鋳 型 内 に 注 湯 し 、 溶 湯 の 凝 固 時 の 冷 却 速 度 ４ ０ ～ ９ ０ ℃ ／ sec で 凝 固 さ せ
て 厚 さ ５ ～ １ ０ mmの ス ラ ブ と し 、 反 注 湯 側 か ら 該 ス ラ ブ を 引 出 し 、 直 接 ま た は コ イ ル 状 に
巻 取 っ て か ら 圧 延 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 連 続 鋳 造 方 法 に は 、 相 対 峙 す る 強 制 冷 却 さ れ て い る 回 転 ロ ー ル 間 に 溶 湯 を 注 湯 し 、 ロ ー
ル 面 で 溶 湯 を 急 冷 し 、 反 注 湯 側 よ り 厚 さ の 薄 い ス ラ ブ を 連 続 的 に と り だ す 双 ロ ー ル 鋳 造 法
や 、 相 対 峙 す る 強 制 冷 却 さ れ て い る 回 転 ベ ル ト 間 に 溶 湯 を 注 湯 し 、 ベ ル ト 面 で 溶 湯 を 急 冷
し 、 反 注 湯 側 よ り 厚 さ の 薄 い ス ラ ブ を 連 続 的 に と り だ す 双 ベ ル ト 鋳 造 法 等 の 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 双 ロ ー ル 鋳 造 法 は 、 凝 固 時 の 冷 却 速 度 が ３ ０ ０ ℃ ／ sec 以 上 で 相 当 に 高 く 、 得 ら れ た ス
ラ ブ 中 の 化 合 物 サ イ ズ は 小 さ く 本 発 明 の 板 は 得 ら れ な い 。 一 方 、 双 ベ ル ト 鋳 造 法 は 、 ベ ル
ト 面 で 溶 湯 を 急 冷 す る が 双 ロ ー ル 鋳 造 法 ほ ど 高 い 冷 却 速 度 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 双 ベ ル ト 鋳 造 法 の 鋳 造 条 件 を 調 節 し て 溶 湯 の 冷 却 速 度 を ４ ０ ～ ９ ０ ℃ ／ sec （
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板 厚 １ ／ ４ の 位 置 ） に し て 円 相 当 径 で １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 を ５ ０ ０ ０ 個 ／ mm 2  以 上
形 成 す る 。 溶 湯 の 冷 却 速 度 が ４ ０ ℃ ／ sec 未 満 だ と 粗 大 な 化 合 物 が 晶 出 し て 上 記 規 定 サ イ
ズ 範 囲 の 化 合 物 数 が 不 足 し 再 結 晶 粒 が 微 細 化 せ ず 、 プ レ ス 成 形 性 に 優 れ た 板 が 得 ら れ な い
。 ま た 、 ９ ０ ℃ ／ sec を 超 え る と 微 細 な 化 合 物 が 晶 出 し て 規 定 サ イ ズ 範 囲 の 化 合 物 数 が 不
足 し て 同 様 に 再 結 晶 粒 が 微 細 化 し た 板 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 双 ベ ル ト 鋳 造 法 に よ り 得 ら れ た ス ラ ブ を 冷 間 圧 延 し て 所 望 厚 さ の 板 と し 、 溶 体 化 処 理 し
て 再 結 晶 化 す る 。 そ の 際 、 冷 間 圧 延 の 途 中 で 焼 鈍 し て も よ い が 、 溶 体 化 処 理 に 供 さ れ る 圧
延 板 の 圧 延 率 は ５ ５ ％ 以 上 と す る 。 溶 体 化 処 理 は 連 続 焼 鈍 炉 で 行 う 。 加 熱 温 度 は ５ ０ ０ ℃
以 上 で 、 １ ０ ０ ℃ ま で の 冷 却 速 度 は １ ℃ ／ sec 以 上 と す る 。 溶 体 化 処 理 さ れ た 圧 延 板 の 再
結 晶 粒 の サ イ ズ は 、 前 記 金 属 間 化 合 物 の サ イ ズ お よ び 数 と こ の 圧 延 率 が 相 俟 っ て 再 結 晶 粒
径 の 平 均 値 が ２ ５ μ ｍ 以 下 の 再 結 晶 粒 を 有 す る 板 が 得 ら れ る 。 こ の よ う な 板 は 、 そ の ま ま
あ る い は 平 坦 度 を 得 る た め に １ ～ ５ ％ 程 度 の ス キ ン パ ス 、 も し く は レ ベ ラ ー を 通 し 、 実 用
に 供 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 １ 記 載 の 組 成 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 溶 湯 を 脱 ガ ス 鎮 静 後 、 双 ベ ル ト 連 続 鋳 造 法 で 溶 湯 の
冷 却 速 度 ５ ０ ℃ ／ sec お よ び ７ ５ ℃ ／ sec で 厚 さ ７ mmの ス ラ ブ を 鋳 造 し た 。 ス ラ ブ の 引 出
速 度 は ８ ｍ ／ 分 と し た 。 こ の ス ラ ブ を 冷 間 圧 延 し 、 必 要 に よ り 中 間 焼 鈍 処 理 し 、 厚 さ １ mm
の 板 と し た 。 次 い で こ の 板 を 溶 体 化 処 理 し 、 処 理 後 の 板 の 金 属 間 化 合 物 サ イ ズ お よ び 個 数
、 再 結 晶 粒 サ イ ズ 、 ０ ． ２ ％ 耐 力 （ Ｙ Ｓ ） 、 抗 張 力 （ Ｕ Ｔ Ｓ ） 、 伸 び （ Ｅ Ｌ ） 、 円 筒 絞 り
高 さ 、 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 円 筒 絞 り 条 件 お よ び 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 の 評 価 条 件 は 下 記 の と お り で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 円 筒 絞 り 試 験 ）
　 　 使 用 し た 金 型 　 　 パ ン チ 　 直 径 　 　 ５ ０ mm、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 肩 Ｒ 　 　 　 ５ mm、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ イ ス 　 内 径 　 　 ５ ２ ． ５ mm、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 肩 Ｒ 　 　 　 ８ mm、
　 　 ブ ラ ン ク 材 　 　 　 　 　 　 　 直 径 　 １ １ ２ ． ５ mm
　 （ 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 の 評 価 条 件 ）
　 　 単 相 整 流 式 ス ポ ッ ト 溶 接 機
　 　 電 極 　 　 Ｃ ｕ － １ ％ Ｃ ｒ 合 金
　 　 加 圧 力 　 ４ ０ ０ kgf
　 　 溶 接 電 流 値 の 決 定 　 引 張 り せ ん 断 荷 重 が Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ ３ １ ４ ０ で 規 定 す る Ａ 級 平 均 値 を
満 た す 最 小 の 溶 接 電 流 値
　 　 連 続 打 点 数 　 決 定 し た 前 記 の 溶 接 電 流 値 を 用 い 、 か つ 上 記 の 溶 接 条 件 で 連 続 ス ポ ッ ト
溶 接 し 、 Ａ 級 平 均 値 を 連 続 し て 上 回 る 打 点 数
　 　 ◎ 印 　 連 続 打 点 数 ５ ０ ０ 点 以 上 、 ○ 印 　 連 続 打 点 ２ ０ ０ 点 以 上 ５ ０ ０ 点 未 満
　 　 × 印 　 連 続 打 点 数 ２ ０ ０ 点 未 満
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 表 １ ～ ３ の 結 果 か ら 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 （ 試 料 番 号 １ ～ １ １ ） は 、 円 筒 絞 り 高 さ が
高 く プ レ ス 成 形 性 に 優 れ 、 ま た 連 続 打 点 数 多 く 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ る こ と が 判
る 。 一 方 、 組 成 が 本 発 明 の 範 囲 か ら 外 れ る 比 較 例 （ 試 料 番 号 １ ２ ～ １ ８ ） は 、 円 筒 絞 り 高
さ が 低 く プ レ ス 成 形 性 に 劣 り 、 ま た 円 相 当 径 １ ～ ６ μ ｍ の 金 属 間 化 合 物 が 少 な く 結 晶 粒 径
が 大 き い 比 較 例 （ 試 料 番 号 １ ４ 、 １ ９ 、 ２ ０ ） は 、 連 続 打 点 数 少 な く 連 続 抵 抗 ス ポ ッ ト 溶
接 性 に 劣 る こ と が 判 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 は プ レ ス 成 形 性 お よ び 連 続 抵 抗 ス
ポ ッ ト 溶 接 性 に 優 れ て い る の で 、 プ レ ス 成 形 体 の 肌 が 美 麗 に 仕 上 が り 、 ま た 抵 抗 ス ポ ッ ト
溶 接 に よ る 組 み 付 け が 連 続 し て で き る の で 生 産 性 が 優 れ 、 ６ ０ ０ ０ 系 の 合 金 板 で あ る か ら
塗 装 等 施 し た 後 の 焼 付 処 理 で 強 度 が 向 上 す る 等 、 例 え ば 自 動 車 の ボ デ ィ ー シ ー ト 等 の 用 途
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に 幅 広 く 使 用 で き る 等 の 優 れ た 工 業 的 価 値 が あ る 。
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